
▪�

税
は
ま
ち
づ
く
り
を
支
え

る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
町
税
を
納
期
限

内
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
再
三
の
催
告
も
納
付
に
応
じ

な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
税
負
担
の

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
強
制
的
に
給

与
、
不
動
産
、
預
貯
金
、
各
種
保
険
な

ど
の
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
執
行
し
、

そ
の
財
産
を
換
価
し
滞
納
税
額
に
充
て

ま
す
。

　

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
職
員
が
滞

納
者
の
自
宅
な
ど
を
強
制
的
に
捜
索
し

て
、
発
見
し
た
財
産
を
差
し
押
さ
え
搬

出
す
る
こ
と
も
行
い
ま
す
。

『
山
梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
』
と
連
携
し
て
差

し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
強
化
し
ま
す

悪
質
な
滞
納
は
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん

12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

12

　

災
害
や
病
気
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
全
額
を

一
時
的
に
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
徴
収
の

猶
予
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
生

活
状
況
や
財
産
の
取
得
状
況
な
ど
を
申
告
し
て

い
た
だ
き
、
調
査
の
結
果
、
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

差し押さえ実績

差押財産 件数

給与 ５

不動産 １

税還付金 11

預貯金 47

保険 １

その他 １

計 66
（H21.4 ～ H21.10）

▪
延
滞
金

　

納
期
限
ま
で
に
税
金
が
完
納
さ
れ
な

い
場
合
に
は
税
額
に
次
の
割
合
を
乗
じ

て
計
算
し
た
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

▼�
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月
を
経
過

す
る
日
ま
で

⇨
年
４
・
５
％
（
平
成
21
年
現
在
）

▼
１
カ
月
を
経
過
し
た
日
以
降

⇨
年
14
・
６
％

納税相談窓口
税務課徴収係☎ 055-272-1104

納
期
限
内
に
納
税
で
き
な
い
方
は

納
税
相
談
に
お
越
し
下
さ
い

※税務課からのお知らせ

　口座振替の方は、口座の残高確認と記帳
による口座収納済の確認をお願いします。
今年度から口座収納済通知書の発送は廃止
させていただきます。

▼自動車の差し押さえ例（タイヤロックによる運行禁止処置）

　

昭
和
24
年
３
月
27
日
よ
り
「
西
八
代

縦
貫
駅
伝
競
走
大
会
」
と
し
て
始
ま
っ

た
富
士
川
駅
伝
競
走
大
会
。
今
年
で
60

回
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
記
念
大
会
と

し
て
新
た
に
コ
ー
ス
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
の
コ
ー
ス
は
第
１
区
が
み
た
ま

の
湯
駐
車
場
か
ら
山
梨
中
央
銀
行
市
川

支
店
ま
で
と
し
、、
身
延
町
総
合
文
化

会
館
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
全
44
・
７
㎞

で
争
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
開
催
日
は
２
月
14
日
（
荒
天

時
週
延
）
で
す
。
沿
道
の
皆
様
に
は
運

営
へ
の
ご
協
力
を
頂
く
と
と
も
に
、
選

手
へ
の
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
22
年
２
月
14
日
㈰
（
荒

天
時
翌
週
）
ス
タ
ー
ト�

午
前
10
時

【
区
間
】（
ス
タ
ー
ト
）み
た
ま
の
湯
駐

車
場
（
第
１
中
継
所
）中
銀
市
川
支
店

５
・
２
㎞
（
第
２
中
継
所
）町
役
場
六

郷
支
所
10
・
５
㎞
（
第
３
中
継
所
）身

■
60
回
目
を
記
念
し
て

迎
え
富
士
川
駅
伝
競
走

大
会
は
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す

（
参
加
チ
ー
ム
募
集
）
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有料
（１回 500 円、２回分お得な８回

3,000 円の券もあります）
■リ・フレッシュ・エアロビクス教室
 毎週木曜日
 午前の部 10:30 ～ 11:20
 午後の部 19:30 ～ 20:20
■ヨガ教室
 毎週水曜日
 らくらくコース 10:30 ～ 11:20
 しっかりコース 19:30 ～ 20:20

入館料のみで参加可能
美しい姿勢を手に入れよう！

■骨盤リセット教室
 毎週火曜日 19:30 ～ 20:20
　【入館料】町内400円、町外500円、
 町内国保加入者 300 円

【わくわくニードキッズ】
　わくわくニードキッズは、簡単
な体操、言葉、数字、食育を楽し
く学べる、３～６歳のお子様向け
の知育・体育教室です。
小さなお子様をお持ちでトレーニ
ングの時間がとれないご父兄の方
が、参加費は無料でお子様をあず
けてトレーニングできます。
◦毎週土曜日 14:30 ～15:20（14:00
から子どもをあずけられます）

【問い合わせ】ニードスポーツセン
ター☎ 0556-32-5065
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町
内
の
花
火
業
者
で
作
る
「
神
明
の

花
火
倶
楽
部（
齊
木
智
徳
代
表
）」で
は
、

９
月
か
ら
の
１
カ
月
間
「
花
火
の
あ
る

夏
の
情
景
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
写
真
を

募
集
し
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ン
ス
ト
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
が
始
め
て
の
試
み
に
も

関
わ
ら
ず
県
内
外
か
ら
89
点
の
応
募
が

あ
り
、
11
月
７
日
に
花
火
資
料
館
駐
車

場
で
行
わ
れ
た
神
明
の
花
火
上
映
会
の

お
り
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
高
賞
で
あ
る
推
薦
に
輝
い
た
遠
藤

菊
水
さ
ん
の
作
品
は
今
年
の
神
明
の
花

火
大
会
を
写
真
に
収
め
た
も
の
で
「
神

明
の
大
会
で
は
毎
年
写
真
を
撮
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
い
つ
も
と
は
視
点
を

変
え
、
こ
の
大
会
の
特
徴
で
も
あ
る
河

を
入
れ
て
撮
っ
て
み
ま
し
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
推
薦
、
特
選
の
ほ
か
入
選
５
作

品
、特
別
賞
１
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
花
火
資
料
館
、

ま
た
は
神
明
の
花
火
倶
楽
部
Ｈ
Ｐ

（http://shinm
einohanabi.com

)

で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

第
１
回「
花
火
の
あ
る
夏
の
情
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

推
薦
に
遠
藤
菊
水
さ
ん

【
推
薦
】「
富
士
川
染
色
」

遠
藤
菊
水
さ
ん
（
市
川
大
門
）

【特選】「遠花火」
早川和枝さん（山梨市）

【特選】「夏の思い出」
藤田正平さん（新潟県）

■
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
入
選
】
渡
辺
善
文
（
市
川
大
門
）、浅
井
誠
章
（
神

奈
川
）、鈴
木
隆
宏
（
栃
木
）、中
世
古
健
吾
（
三
重
）、

橋
本
晴
美
（
栃
木
）

【
特
別
賞
】
青
柳
正
輝
（
市
川
大
門
）

延
町
役
場
古
関
出
張
所
９
・
９
㎞
（
第

４
中
継
所
）身
延
町
波
高
島
駅
10
・
４

㎞
（
ゴ
ー
ル
）身
延
町
総
合
文
化
会
館

８
・
７
㎞

【
種
別
】
①
一
般
の
部
（
含
高
校
生
）

②
壮
年
の
部
（
40
歳
以
上
・
女
子
）

【
チ
ー
ム
人
数
】
監
督
１
名
／
選
手
５

名
／
補
員
３
名
・
計
９
名
以
内

【
申
し
込
み
】（
申
し
込
み
・
参
加
費
納

入
期
限
）
平
成
22
年
１
月
15
日
㈮
［
当

日
消
印
有
効
］
▽
町
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
内
（
富
士
川
駅
伝
競
走
大
会

事
務
局
）
ま
で
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

６
０
９
４

【
参
加
料
】１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円�

（
振

り
込
み
先
）
西
八
代
郡
農
業
協
同
組
合

市
川
支
店
（
口
座
名
義
）
富
士
川
駅
伝

大
会
事
務
局
事
務
局
代
表�

塩
澤
繁
（
口

座
番
号
）
普
通
号
座
０
０
０
６
６
９
６

※
納
入
後
の
参
加
料
は
返
金
し
な
い
。

（
申
し
込
み
と
同
時
に
現
金
ま
た
は
振

り
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
）

【
監
督
会
議
】
平
成
22
年
２
月
２
日
㈫

午
後
７
時
～�

（
場
所
）
市
川
大
門
町

民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

※
監
督
会
議
欠
席
の
チ
ー
ム
は
原
則
と

し
て
大
会
参
加
を
認
め
な
い
。

No.051�
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住民基本台帳法第 11 条の２第１項の規定の申し出による住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況について
（H20.11. １～ H21.10.31）

申請者 利用目的 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

㈱日本リサーチセンター 家計の金融行動に関する世
論調査 H21.4.22 市川大門地区の 20 歳以上の男女 22 名

NHK 甲府放送局 ６月全国個人視聴率調査 H21.5.14 市川大門地区の明治から平成 14 年生まれ
の男女 14 名

山梨県知事 環境と森づくりに関する県
民意識調査 H21.6.17 町内全域の 20 歳以上の男女 40 名

独立行政法人労働政策研究・
研修機構

高齢者の雇用・就業の実態に
関する調査 H21.7.22 下大鳥居・八之尻及び落居地区の 55 歳以

上 69 歳以下の男女 21 名

NHK 甲府放送局 日本人とテレビ 2010 調査 H21.9.18 市川大門地区の明治から平成５年生まれ
の男女 14 名

内閣府大臣官房政府広報室 文化に関する世論調査 H21.10.27 上野地区の 20 歳以上の男女 11 名

　町は住民基本台帳法の規定に基づき、毎年少なくと
も１回、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況につい
て、公表することになっています。

住民基本台帳閲覧状況の公表

住民基本台帳法第 11 条の２第１項…統計調査、世論調査、学術研究、または公共的団体が行う地域住民の福祉の向上に寄与する
活動など公益性が高いと認められるものの実施や、営利以外の目的で行う居住関係の確認のうち、提訴の提起その他特別な事情に
よる居住関係の確認として、市町村長が定めるものの実施などの場合、その活動に必要な限度において、住民基本台帳の一部の写
しを閲覧させることができる規定です。

消費者ホットライン ～福島県、山梨県、島根県、香川県、
　　　　　沖縄県で試行的に実施中～

　

消
費
生
活
に
お
け
る
各
種
ト
ラ

ブ
ル
に
直
面
し
た
際
に
、
お
近
く

の
相
談
窓
口
の
連
絡
先
が
わ
か
ら

な
い
場
合
で
も
、
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
に
電
話
を
か
け
る
と
、
そ

の
解
決
の
た
め
の
助
言
や
あ
っ
せ

ん
を
行
う
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま

す
。
土
日
祝
日
を
含
む
受
付
時
間

外
の
場
合
は
、
身
近
な
相
談
窓
口

の
開
所
時
間
及
び
連
絡
先
を
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。
全
国
展
開
以
降

は
、
土
日
祝
日
に
つ
い
て
も
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受
け
付

け
る
予
定
で
す
。

◎
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
、
訪
問

販
売
・
通
信
販
売
等
に
お
け
る
事

業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

◎
産
地
の
偽
装
、
虚
偽
の
広
告
な

ど
不
適
切
な
表
示
に
伴
う
事
業
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル

◎
安
全
性
を
欠
く
製
品
や
エ
ス
テ

テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
身
体

へ
の
被
害
な
ど

※
生
命
・
身
体
に
重
大
な
危
害
を

受
け
た
場
合
、
ま
た
は
そ
の
危
険

が
切
迫
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

ま
ず
は
、
警
察
・
消
防
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

◎
行
政
の
対
応
に
対
す
る
不
満
や

要
望
（
行
政
相
談
）

◎
職
場
で
の
不
当
な
解
雇
（
労
働

問
題
）

◎
工
場
の
汚
水
排
出
に
よ
る
環
境

事
故
（
公
害
）
な
ど

※
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
消
費
者
庁
へ

☎
０
３
（
３
５
０
７
）

９
１
７
４

■
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
と
は
？

■
受
け
付
け
ら
れ
な
い
相
談

■
受
け
付
け
ら
れ
る
相
談

（山梨県県民生活センター）　相談受付時間　平日・午前８時 30 分～午後５時

消費者ホットライン番号　☎ 0570-064-370
守ろうよ、みんなを！

※ 
身
近
な
相
談
窓
口
が
相
談
受
付
時

間
外（
注
２
）
の
場
合
や
相
談
窓
口
の

回
線
種
別
に
よ
っ
て
は
、
本
ダ
イ

ヤ
ル
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。（
注
３
）

※ 

Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
ひ
か
り
電

話
の
一
部
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

   
      

注
２
・
受
付
時
間
は
相
談
窓
口
ご
と

に
異
な
り
ま
す
。

　

   

注
３
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
り
受
付
時 

間
、
連
絡
先
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

消費者ホットライン
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　自分のノートの１ページにこんな詩が書いてあった。「…人間だけが
息つくひまなく動きまわり忙しさを引き換えに大切なものをぽとぽと
と落としてゆきます」茨城のり子の「12 月のうた」という詩の一部です。
この詩に限らず茨城のり子の詩は、どれも共感するものが多い。時に
は時代に、時には社会に、時には人にストレートに響いてくる。この
本の中の「わたしが一番きれいだったとき」「自分の感受性くらい」も
好きな詩です。（30 代女性・市川大門） 

『落ちこぼれ』（茨城のり子・理論社）

■本　　館　ー　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　12/17 ㈭ 午前 11 時～ 11 時 30 分
■三珠分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　毎週㈫  午後 4 時 30 分～ 5 時
■六郷分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　10/15 ㈫ 午後３時 30 分～４時

今月のおはなし会 気軽におこし下さい！

新 書図刊

『魔女の宅急便　その６』
（角野栄子・福音館書店）

　日露戦争の時代を生きた青年たちの青春群像を、司馬遼
太郎が 10 年の歳月をかけて書き上げた長編小説『坂の上の
雲』。その主人公の一人である名参謀秋山真之。この本は
日本海海戦を勝利に導き、「智謀湧くがごとし」と形容され
た彼の生涯とその秘密を探る。 

『秋山真之のすべて』
（新人物往来社） 

　13 歳で魔女として旅立ったキキ。キキは様々な出来事を
経験し、多くの人々に会い成長していった。そして長い年月
が流れ結婚し、双子のお母さんになった。第６巻はその２
人の子どもの 11 歳の春から、やがてキキのもとを旅立つ姿
を描く。第１巻から２４年を経て今回で完結。

■児童向け

■一般向け

わ
た
し
の

一冊

■図書館クリスマス会 
【日時】12 月 13 日㈰ 午後１時 30 分～３時 
【場所】市川大門町民会館２階講堂 
【内容】影絵、ハンドベル、マジック、パネルシアター　他
【出演】トトロ、まっくろくろすけ、ベルクワイヤ

■クリスマスゴスペルコンサート
【日時】12 月 23 日㈬ 午後２時開演
【場所】みたま児童館 
【出演】el Rezo   feat.Mami（エル  レソ  feat.マミ）
【 曲目】恋人達のクリスマス、君は愛されるため生

まれた、祈り、Seasons of love   他 

■乳幼児クリスマス会
※申し込み制です。12/9 までに三珠分館までお申し
込み下さい。

【日時】12 月 15 日㈫午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
【場所】みたま児童館 
【内容】読みきかせ、ペープサート、ハンドベル　他

『澄んだ囀
さえず

りが美しく』展 一瀬和一さん（市川大門）

【期間】12 月 25 日㈮まで
　碑林公園周辺を
中心に撮ったメジ
ロ の 写 真 を 20 点
ほど展示します。   

展示コーナー（本館）

※年末年始の休館日は裏表紙をご覧下さい

【本　　館】☎ 055-272-8888   開館時間 9:00 ～ 17:00（木曜日は 19:00 まで）
【三珠分館】☎ 055-272-1204   開館時間 9:00 ～ 17:00 
【六郷分館】☎ 0556-32-2002   開館時間［平日］正午～ 17:00［土・日］9:00 ～ 17:00
■休館日：全館とも毎週月曜・祝日・年末年始   ※本館のみ月の最後の平日

▲ 10/24 橡（つるばみ）の会による朗読会が行われました。今
回は生誕 100 年を迎えた太宰治の作品を朗読しました
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誕
生氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

死
亡氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

10 月
届出分

（敬称略）

No.051 �

高
齢
者
世
帯
・
ひ
と
り
親

世
帯
の
方
へ

デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
へ
の

助
成
を
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
10
月
１
日
よ
り
高
齢
者
、

ひ
と
り
親
世
帯
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
移

行
に
係
る
機
器
購
入
な
ど
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
世
帯
で
10
月
１
日
以
降
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
や

チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の
購
入
、
ア
ン
テ

ナ
設
置
な
ど
を
し
た
世
帯
は
申
請
し

て
下
さ
い
。
ま
た
、
対
象
世
帯
に
当

た
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
、
申
請

書
の
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
対
象
世
帯
】

■
満
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

構
成
さ
れ
て
い
て
、
申
請
を
す
る
年

度
の
町
県
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

（
当
該
年
度
の
課
税
が
確
定
し
て
い

な
い
場
合
は
前
年
度
の
課
税
額
）

■
ひ
と
り
親
世
帯
（
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
助
成
対
象
世
帯
）

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
の
世

帯
は
、
国
が
別
に
支
援
を
す
る
た

め
こ
の
補
助
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

【
助
成
額
】
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

の
移
行
に
係
る
機
器
購
入
な
ど
に
要

し
た
費
用
の
一
部
で
最
高
５
千
円
。

（
世
帯
で
１
回
限
り
）

【
対
象
期
間
】
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
（
こ
の
期
間
内
に
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
の
移
行
に
係
る
機
器
な
ど

を
購
入
し
、
か
つ
交
付
申
請
を
行
っ

た
も
の
に
限
る
）

【
申
請
場
所
】
町
企
画
課
及
び
三
珠

支
所
、
六
郷
支
所

【
問
い
合
わ
せ
】
企
画
課
情
報
化

推
進
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

１
１
０
３

「
地
デ
ジ
無
料
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す

　

次
の
日
程
で
地
デ
ジ
説
明
会
を
各

地
区
で
開
催
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
放

送
と
は
？
か
ら
各
世
帯
の
対
応
方
法

な
ど
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
デ
ジ
サ
ポ
山
梨
☎

０
５
５
（
２
５
５
）
６
０
３
８　
［
平

日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
］

■地デジ説明会日程（時間はおよそ１時間です）
12/ １㈫ 14:30 ～ 三珠総合福祉センター２階研修室

12/ ２㈬
10:30 ～ ふるさと交流センター２階ふれあい室
14:30 ～ 下九一色生活改善センター２階会議室

12/ ３㈭ 14:30 ～ 六郷町民会館１階講堂

12/ ４㈮
10:30 ～ 高田地区公民館１階和室
14:30 ～ 市川大門町民会館２階視聴覚室

12/ ７㈪ 14:30 ～ 大同地区公民館２階会議室
12/ ８㈫ 14:30 ～ 山保地区公民館２階会議室
12/ ９㈬ 14:30 ～ 六郷町民会館１階講堂
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▪
パ
パ
ご
は
ん　

　
　

日
曜
わ
が
家
の　

お
楽
し
み

六
郷
小
５
年　

土
橋　

和

▪
父
と
母　

　
　

家
事
も
仕
事
も　

半
分
こ

市
川
高
１
年　

篠
原
由
貴
奈

▪
嫁
に
手
を　

　
　

貸
し
て
る
息
子
の　

自
然
体

葛
篭
沢　

大
森
征
子

No.051�

▪
父
さ
ん
も　

　
　

ぼ
く
も
し
っ
て
る　

か
く
し
味

市
川
小
６
年　

村
上
葵
巳

▪
何
つ
く
る
？　

　
　

二
人
で
一
緒
に　

台
所

市
川
高
２
年　

保
坂
朱
美

▪
エ
プ
ロ
ン
も　

　
　

さ
ま
に
な
っ
て
る　

お
か
ん
パ
パ

甲
斐
市　

磯
部
ひ
ろ
美

教
育
委
員
長
賞

三
升
会
長
賞

入
選

渡
邉
と
み
子（
三
帳
）、
立
川
貴（
高

田
）、
立
川
ふ
み
を（
高
田
）、
水
上

惠
美
子（
大
塚
）、立
川
初
子（
高
田
）、

望
月
静
子
（
下
芦
川
）、
金
丸
豊
子

（
市
川
大
門
）、
平
川
義
春
（
市
川
大

門
）、
内
藤
若
奈
（
六
郷
中
３
年
）、

村
松
亜
美
（
市
川
中
３
年
）、
川
口

慶
（
市
川
高
１
年
）、
小
林
蓮
（
市
川

中
２
年
）、
小
山
明
音
（
市
川
中
３

年
）、
志
村
亜
由
美
（
六
郷
中
３
年
）、

内
藤
雅
人
（
六
郷
中
１
年
）、
渡
邉

直
登
（
市
川
高
２
年
）、
井
上
陽
（
六

郷
中
３
年
）、
渡
邊
智
哉
（
市
川
高

２
年
）、
河
野
里
紗
（
市
川
高
２
年
）、

望
月
瑞
香
（
市
川
高
１
年
）、
一
瀬

未
由
（
上
野
小
４
年
）、
一
瀬
亜
美

（
上
野
小
６
年
）、
丸
山
英
（
上
野
小

６
年
）、
大
原
大
河
（
上
野
小
５
年
）、

斎
藤
菜
々
（
六
郷
小
５
年
）、
大
柴

優
星
（
上
野
小
５
年
）、
八
代
海
里

（
上
野
小
５
年
）、
塩
島
萌
優
美
（
上

野
小
６
年
）、
河
西
萌
音
（
上
野
小

５
年
）、
末
木
麻
奈
（
上
野
小
５
年
）、

石
原
彩
夏（
上
野
小
６
年
）、
村
松

俊
輝（
市
川
南
小
４
年
）

　

輝
く
笑
顔
い
ち
か
わ
み
さ
と

　
　
　

川
柳
（
標
語
）
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
作
発
表

大
会
大
賞

男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
長
賞

　

８
月
号
で
募
集
し
た
男
女
共
同
参
画
を
題
材
と
し
た
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
町
内
３
７
９
人
か
ら
４
１
８
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
10
月
19
日
、
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
を
は
じ
め
町
文
化
協
会
川
柳
部
「
三
升
会
」
の
会
長
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、

次
の
作
品
が
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

No.20

△

 

シ
リ
ー
ズ

  

男
女
共
同
参
画

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
詫
び
と
訂
正

　

本
誌
11
月
号
２
ペ
ー
ジ
で
市
川
三
郷
町

長
選
挙
の
告
示
日
、
投
票
日
、
お
よ
び
当

選
証
書
付
与
式
の
月
日
が
間
違
っ
て
お
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
10
月
13
日
告
示
、
10

月
18
日
投
票
、
10
月
19
日
当
選
証
書
付
与

で
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

せ
ん
た
く
を　

　
　

小
さ
く
た
た
む

　
　
　
　
　
　

大
き
な
手

六
郷
小
５
年　

相
田
直
斗

家
事
を
す
る

　

パ
パ
の
と
な
り
で

　
　
　
　
　
　

マ
マ
笑
顔

　
　
　

上
野
小
５
年　

雨
宮
里
菜


